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長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
制
度 

 

長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の
納
期
限 

 

平
成
20
年
度
長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料

の
第
２
期
納
期
限
は
、
10
月
31
日
（金
）で
す
。
お

忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
第
２
期
分
よ
り
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込

み
に
よ
る
納
付
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】 

８
月
の
納
入
通
知
書
で
「
普
通
徴
収
」
の
欄
に

保
険
料
の
期
割
の
額
の
記
載
が
あ
り
、
第
２
期
以

降
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
方 

 
長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の 

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す 

 

10
月
支
給
の
年
金
よ
り
、
平
成
20
年
度
長
寿
（
後

期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
の
特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま

す
。
８
月
に
お
送
り
し
た
納
入
通
知
書
の
期
割
額
が
、

差
し
引
か
れ
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

８
月
の
納
入
通
知
書
で
、
10
月
以
降
の
「特
別

徴
収
」の
欄
に
保
険
料
の
期
割
額
の
記
載
が
あ
り
、

第
２
〜
４
期
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
な
い
方 

 

長
寿
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ 

 

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

75
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
65
歳
）

以
上
の
方
が
加
入
す
る
医
療
制
度
で
、
長
寿
医
療

制
度
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
長
寿
医
療
制
度
は
、
75

歳
未
満
の
方
を
含
め
み
ん
な
で
支
え
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

◎
保
険
料
の
納
付
方
法 

被
保
険
者
の
皆
様
へ
村
か
ら
文
書
で
の
ご
案

内
や
、
広
域
連
合
な
ど
か
ら
広
報
で
お
伝
え
し
て

い
る
と
お
り
、
要
件
を
満
た
す
方
に
つ
い
て
、
保

険
料
の
納
付
方
法
の
選
択
（※
）が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

※
「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
（
ご

指
定
の
口
座
か
ら
の
自
動
引
落
と
し
）」
へ
の
選
択 

【
対
象
と
な
る
方
】 

①
長
寿
医
療
制
度
加
入
前
直
近
の
２
年
間
で
、
国

民
健
康
保
険
（
国
民
健
康
保
険
組
合
）
の
保
険

料
（
税
）
を
滞
り
な
く
確
実
に
納
付
し
て
い
た

ご
本
人 

②
連
帯
納
付
義
務
者
と
な
る
世
帯
主
ま
た
は
配
偶

者
が
い
る
年
金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
の
方

で
、
連
帯
納
付
義
務
者
の
口
座
か
ら
振
り
替
え

の
で
き
る
方
（保
険
料
を
肩
代
わ
り
納
付
し
て

い
た
だ
け
る
方
が
い
る
方
） 

【
手
続
き
方
法
】 

金
融
機
関
で
自
動
引
き
落
と
し
の
手
続
き
を

済
ま
せ
、
そ
の
控
え
お
よ
び
印
鑑
を
お
持
ち
に
な

っ
て
村
の
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

３
月
ま
で
国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い

た
方
は
過
去
２
年
間
に
滞
納
が
無
い
旨
の
わ
か
る

書
類
（証
明
書
な
ど
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
徴
収
停
止
依
頼

（年
金
支
給
月
の
２
月
前
ま
で
）な
ど
の
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
目
の
お

申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
保
険
料
に
つ
い
て 

②
で
保
険
料
を
肩
代
わ
り
し
て
納
め
る
場
合
、

そ
の
納
め
た
保
険
料
は
、
肩
代
わ
り
し
て
納
め
た

方
の
税
務
申
告
上
の
社
会
保
険
料
の
対
象
と
な
り
、

所
得
税
や
住
民
税
の
負
担
が
少
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

た
だ
し
、
肩
代
わ
り
納
付
を
選
択
さ
れ
た
場
合

で
、
被
保
険
者
の
そ
の
年
の
税
申
告
上
、
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
住

民
税
課
税
者
と
な
っ
た
場
合
な
ど
、
医
療
受
診
時

の
個
人
負
担
に
大
き
く
影
響
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
肩
代
わ
り
納
付
を
選
択
す
る
場
合
に

は
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

被
保
険
者
の
皆
様
に
す
で
に
お
送
り
し
て
い

る
資
料
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
社
会
保
険
料
控
除
や
所
得

税
・
住
民
税
の
試
算
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
税
務

係
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
） 

 

住
民
票
の
世
帯
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
保

険
料
が
安
く
な
る
と
い
っ
た
報
道
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
住
民
基
本
台
帳
上
、
原
則
と
し
て
、
同
一

住
所
に
居
住
す
る
夫
婦
な
ど
に
つ
い
て
は
同
一
世

帯
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
実
態
と
し
て
、

同
じ
住
所
に
居
住
し
て
い
て
も
生
計
を
別
に
し
て

い
る
場
合
に
は
世
帯
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 よ

っ
て
、
現
実
に
扶
養
・
被
扶
養
の
関
係
が 

あ
っ
て
、
他
の
制
度
で
生
計
同
一
で
あ
る
と
し
な

が
ら
（例
え
ば
、
税
務
申
告
上
配
偶
者
・
扶
養
者
控

除
を
受
け
な
が
ら
）、
保
険
料
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
住
民
票
の
世
帯
を
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
都
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
納
付
期
限 

 

平
成
20
年
度
村
都
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
第
３

期
の
納
期
限
は
、
10
月
31
日
（金
）で
す
。
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付

を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

9/29現在 

父島 

85.6/100 

母島  

93.8/100 

8 月気象状況    （父島） 

最高気温   32.5℃ 

最低気温   23.6℃ 

平均気温   28.1℃ 

平均湿度   78％ 

月降水量   50.5mm 

住民基本台帳登録者数（9/1）                      

             2,426人 

             父島      母島               

  人口      1,971人   455人 

  世帯      1,068    234 

短期滞在者     16人       6人 

ＮＯ．５４３ 

平成 20 年(2008) 

１０/１(水) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 
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ＡＥＤが寄贈されました 
 

 愛知県にお住まいの田島松子様から小笠原村にＡＥＤ(自動体外式除細動器)を２台、寄贈いただきました。この２台のＡＥＤ

を父島の扇浦浄水場および母島の評議平運動場クラブハウスに設置しました。 

 このことにより、村内の公共施設等に設置されているＡＥＤは、父島６台、母島３台の合計９台となりました。 

 ＡＥＤの設置場所および利用可能時間は次のとおりです。 

 

【父島】                          【母島】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

設置場所 利用可能時間 

母島支所入口 常時 

小中学校体育館入口 常時 

評議平運動場 

クラブハウス 
常時 

設置場所 利用可能時間 

小笠原村役場入口ホール 
常時 

（休日・夜間は宿直者をお呼びください） 

地域福祉センター入口 常時 

島しょ保健所 

小笠原出張所入口 
常時 

小中学校体育館入口 学校開校時間および体育館開放時 

小笠原高校校舎入口 
常時 

（休日・夜間は宿直者をお呼びください） 

扇浦浄水場２階事務室 午前９時～午後５時 

【ＡＥＤ(自動体外式除細動器)とは】 

  心臓突然死は、心室細動（心臓の筋肉が不規則に細かく収縮

し、血液の循環が停止する状態）という重い不整脈により引き起

こされます。この状態を治療するためには、心臓に電気ショッ

クを与え、細動を除く必要があります（除細動）。ＡＥＤは、一

般の方でも簡単かつ安全に除細動を行うことができる医療機器

です。 

 
●問合せ先 総務課総務係 ２―３１１１ 

小笠原航空路の開設に向けて 
 

東京都と小笠原村は、航空路の開設について検討する「小笠原航空路協議会」（以下「協議会」という。）を設置し、第１回の協

議会を小笠原村内で開催いたしました。現在、第２回協議会の開催に向け準備を進めているところですが、この協議会におい

て協議される内容は、「小笠原諸島における航空路に関すること」「パブリック・インボルブメント（以下「ＰＩ」という。）の円

滑な実施に関すること」などです。今後は、ＰＩの手順、スケジュール、手法などを示す「ＰＩ実施計画」を策定し、そのスケジ

ュールに基づき関係者の合意形成を図りながら候補地４案（※）の絞込みに向け検討を進めていくことになります。また、ＰＩ

の透明性、公平性や公正性の確保のため「第三者機関（ＰＩ評価委員会）」が設置され、ＰＩについて客観的な立場から評価・助

言が行われます。 

※①硫黄島案 ②聟島案 ③水陸両用機案 ④父島洲崎案 

 
 

◎航空路開設に向けた取組みの流れ  

ＰＩ（住民参画）制度について 
ＰＩ制度とは、空港整備主体（東京都）と関係自治体（小笠原村）が連携し、空港の構想段階や施設計画段階において住民等関

係者に情報を提供し、計画策定への参画を促すことで空港整備に広く皆様の意見を取り入れていくシステムです。 

●問合せ先 総務課企画政策室 ２―３１１１、東京連絡事務所 ０３－３４３２－４４５６ 

国（国土交通省・環境省）や関係機関等との調整 

村
民
合
意 

協
議
会
の
設
置 

﹇
東
京
都
・
小
笠
原
村
﹈ 

Ｐ
Ｉ
﹇
構
想
段
階
﹈ 

候
補
地
選
定 

Ｐ
Ｉ
﹇
施
設
計
画
段
階
﹈ 

設
置
許
可
申
請 

    

自然環境への影響、費用対効果、運航採算性、安全性等の調査・検討 

現
在
は 

こ
の
時
点 

（
村
内
の
広
範
な
議
論
） 

村
民
の
意
向
確
認 

扇
浦
浄
水
場
（扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
前
） 

２
階
事
務
室
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置 
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小
笠
原
村
職
員
の
募
集
（一
般
事
務
） 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
若
干
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
21
年
４
月
１
日
以
降 

【
勤
務
場
所
】
本
庁
ま
た
は
事
業
所 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
受
験
資
格
】 

※
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

《
大
学
卒
業
区
分
》 

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

 

《
高
等
学
校
卒
業
区
分
》 

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月 

 
 

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方 

【
試
験
の
方
法
等
】
筆
記
お
よ
び
口
述
試
験 

【
試
験
日
時
お
よ
び
会
場
】 

平
成
21
年
１
月
10
日
（土
）
筆
記
試
験 

〔
会
場
〕
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

  
 

11
日
（日
）
口
述
試
験 

〔
会
場
〕
小
笠
原
村
役
場 

【
申
込
用
紙
請
求
先
】
総
務
課
総
務
係 

【
申
込
締
切
】
12
月
15
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

被
災
時
の
固
定
資
産
税
の
減
免 

 

所
有
す
る
固
定
資
産
が
台
風
、
津
波
、
地
震
、
火

災
な
ど
の
災
害
に
よ
り
滅
失
ま
た
は
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
場
合
は
、
そ
の
被
災
の
程
度
に
応
じ
て
減
免

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
被
災
が
軽
微
な
場
合
に
は
、

減
免
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

減
免
さ
れ
る
税
額
は
、
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産

税
の
う
ち
、
被
災
さ
れ
た
日
以
降
の
納
付
期
限
の
も

の
に
限
り
ま
す
。 

な
お
、
火
災
の
場
合
は
、
家
屋
と
償
却
資
産
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

 

【
減
免
の
対
象
と
割
合
】 

①
土
地
（
災
害
に
よ
り
土
地
が
流
失
、
埋
没
ま
た

は
崩
落
な
ど
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ
た
場

合
） 

  
          

②
家
屋 

     

             

③
償
却
資
産
…
②
家
屋
に
準
ず
る
。 

【
申
請
場
所
】
財
政
課
税
務
係
お
よ
び
母
島
支
所 

【
申
請
締
切
】 

 

災
害
の
発
生
し
た
日
か
ら
減
免
対
象
の
納
付
期

限
前
７
日
ま
で 

《
放
送
内
容
》 

「震
度
５
弱
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
の
始

末
を
し
て
く
だ
さ
い
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
つ
け
、

落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
」  

（３
回
繰
り
返
し
） 

「全国瞬時警報システム」の運用開始（Ｊ―ＡＬＥＲＴ） 
 

小笠原村では平成２０年１０月３日（金）から、「全国瞬時警報システム（Ｊ―ＡＬＥＲＴ）」をスタートします。 

「全国瞬時警報システム（Ｊ―ＡＬＥＲＴ）」とは、緊急地震速報や津波情報などといった、対処に時間的余裕のない事態に関する

緊急情報を国が人工衛星を用いて地方公共団体に送信し、市町村の防災行政無線を自動起動することにより、サイレンや音声放送

で住民に緊急情報を瞬時に伝達し、早期の避難や被害の最小化に役立てようとするものです。 

防災行政無線（屋外拡声子局、ＩＰ告知端末および戸別受信機）から、予め録音された緊急情報の音声が自動放送されますので、

お知らせする内容によって身の安全を守る行動をとっていただくことになります。「自らの命は自らで守る。」を基本に、家族や地域

住民の方と放送が流れたときの行動について、確認しておきましょう。 

ただし、瞬時に伝達する必要があることと、予め録音された内容が自動放送されることから、限定的な伝達内容となりますので、

Ｊ―ＡＬＥＲＴによるお知らせを聞いた後、可能な場合においては、テレビ・ラジオなどでの情報収集も必要です。 
 

◎Ｊ―ＡＬＥＲＴにより放送される情報 
 

【津 波 予 報】小笠原村に「津波警報」が発表された場合にお知らせします。 

《放送内容》 

「津波警報が発表されました。海岸付近の方は高台に避難してください。」（３回繰り返し） 

 

【緊急地震速報】小笠原村において「推定震度５強」以上の地震が予測される場合にお知らせします。 

《放送内容》 

「大地震です。大地震です。」（３回繰り返し） 

※ 緊急地震速報は、情報を見聞きしてから地震の強い揺れが来るまでの時間が数秒から数十秒しかありません。 

「周囲の状況に応じて、慌てずに、まず身の安全を確保する」ことが基本です。また、大きな揺れが来る前にお知らせする情

報ですが、震源に近い場所では、速報が間に合わず、揺れが来た後にお知らせする場合があります。なお、情報提供基準の違

いから、テレビなどで発表されても、Ｊ―ＡＬＥＲＴでは伝達しない場合もあります。 
 

【震 度 速 報】小笠原村で「震度５弱」以上の地震が発生した場合にお知らせします。 

《放送内容》 

「震度○○の地震が発生しました。火の始末をしてください。テレビ・ラジオをつけ、落ち着いてください。」（３回繰り返し） 
 

●問合せ先 総務課総務係  ２―３１１１ 

下
壁
、
畳
な
ど
に
損
傷
を
受
け
居
住
又
は

使
用
目
的
を
損
じ
、
修
理
又
は
取
替
を
必

要
と
す
る
場
合
で
当
該
家
屋
の
価
格
の

10
分
の
２
以
上
10
分
の
４
未
満
の
価
値

が
減
少 

屋
根
、
内
装
、
外
壁
、
建
具
な
ど
に
損
傷

を
受
け
、
居
住
又
は
使
用
目
的
を
著
し
く

損
じ
た
場
合
で
、
当
該
家
屋
の
価
格
の
10

分
の
４
以
上
10
分
の
６
未
満
の
価
値
が

減
少 

主
要
構
造
部
分
が
著
し
く
損
傷
し
、
大
修

理
を
必
要
と
す
る
場
合
で
、
当
該
家
屋
の

価
格
の
10
分
の
６
以
上
の
価
値
が
減
少 

全
壊
、
流
失
、
埋
没
な
ど
に
よ
り
家
屋
の

原
形
を
と
ど
め
な
い
と
き
又
は
復
旧
不
能 

損

害

の

程

度 

10
分
の
４ 

10
分
の
６ 

10
分
の
８ 

10
分
の
10 

減
免
の
割
合 

 

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面
積
の
10
分

の
２
以
上
10
分
の
４
未
満 

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面
積
の
10
分

の
４
以
上
10
分
の
６
未
満 

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面
積
の
10
分

の
６
以
上
10
分
の
８
未
満 

被
害
面
積
が
当
該
土
地
の
面
積
の
10
分

の
８
以
上 

損

害

の

程

度 

10
分
の
４ 

10
分
の
６ 

10
分
の
８ 

10
分
の
10 

減
免
の
割
合 
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【
申
請
に
あ
た
っ
て
必
要
な
物
】 

 
 

被
災
の
事
実
を
証
明
す
る
書
類
（
役
場
で
発
行

す
る
「罹
災
証
明
書
」な
ど
）、
印
鑑 

 

●
問
合
せ
先 
財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

政
府
管
掌
健
康
保
険
の
給
付 

 

に
関
す
る
事
務
の
移
管 

 

会
社
に
お
勤
め
の
方
が
加
入
し
て
い
る
政
府
管
掌

健
康
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
国
（社
会

保
険
庁
）が
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
平
成

20
年
10
月
よ
り
、
新
た
に
設
立
す
る
全
国
健
康
保

険
協
会
（｢

協
会
け
ん
ぽ｣

）が
給
付
な
ど
に
係
る
事
務

の
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
健
康
保
険
の
加
入
や
保
険
料
の
納
付
な
ど

に
関
す
る
手
続
き
は
、
今
ま
で
通
り
社
会
保
険
庁
で

行
わ
れ
ま
す
。 

【
健
康
保
険
協
会
に
移
管
す
る
主
な
事
務
】 

○
健
康
保
険
の
給
付
に
関
す
る
事
務 

○
被
保
険
者
証
の
交
付
に
関
す
る
事
務 

○
任
意
継
続
被
保
険
者
の
資
格
、
保
険
料
に
関
す

る
事
務 

○
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
に
関
す
る
事
務 

 

●
問
合
せ
先 

全
国
健
康
保
険
協
会
東
京
支
部 

０
３
―
５
７
５
９
―
８
０
２
５ 

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.m

hlw
.g

o.jp/ 

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.sia.go.jp

/ 
 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺

の
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

 

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も

な
く
切
れ
る
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、
心
当

た
り
の
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す
る
こ
の
機

会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
予
約
締
切
】
10
月
16
日
（木
） 

【
対
策
期
間
】
10
月
９
日
（木
）〜
18
日
（土
） 

※
点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
申
し
込
み
は
随
時
受
付

て
お
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。 

 
 ●

申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

平
成
21
年
成
人
式 

 

平
成
21
年
成
人
式
は
、
父
島
・
母
島
と
も
に
１
月

２
日
（金
）開
催
予
定
で
す
。 

 

次
の
①
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に
、

詳
し
い
日
時
な
ど
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

昭
和
63
月
４
月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
民
（住
民
票
が
小
笠
原
村
に
あ
る
方
） 

②
小
笠
原
村
の
出
身
者
で
、
転
出
し
て
現
在
小
笠

原
村
に
住
民
票
は
な
い
が
、
親
が
小
笠
原
村
に

住
ん
で
い
る
方 

【
島
民
割
引
制
度
の
適
用
】 

成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
帰
省
す
る
方
は
、
お

が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
島
民
割
引
制
度
を

ご
利
用
で
き
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

    

テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（
※
）
に
よ
り
次
の

期
間
中
、
放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
想
日
時
】 

 
 

10
月
２
日
（木
）〜
６
日
（月
） 

午
後
12
時
20
分
ご
ろ
か
ら
約
６
〜
８
分
間 

 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象
と
は
、
太
陽
、

放
送
衛
星
、
受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き
に
、

強
力
な
太
陽
雑
音
を
受
け
る
た
め
起
こ
る
現
象
。

春
分
の
日
お
よ
び
秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
す 

る
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

２
―
３
５
１
０ 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年 

 
 
 
 
 

記
念
事
業
の
お
知
ら
せ 

 

原
生
自
然
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

環
境
省
で
は
国
内
に
５
か
所
の
原
生
自
然
環
境
保

全
地
域
を
指
定
し
、
厳
格
に
自
然
を
保
全
し
て
い
ま

す
。
そ
の
５
地
域
が
所
在
す
る
６
町
村
が
連
携
し
、

人
と
自
然
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
を 

行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
10
回
目
を
数
え
る
今
回
は
、

小
笠
原
が
ホ
ス
ト
と
な
り
実
施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
４
日
（土
）
午
後
４
時
〜
７
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

【
内
容
】
各
地
域
の
紹
介
（
知
床
、
大
井
川
源
流
他
） 

 
《
基
調
講
演
》 

「
南
硫
黄
島
に
見
る
原
生
自
然
環
境
保
全
地

域
の
価
値
に
つ
い
て
」 

 

《
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

》 

「
自
然
と
共
生
す
る
地
域
の
あ
り
方
」 

※
小
笠
原
で
は
南
硫
黄
島
が
指
定
さ
れ
て
お
り
、 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
先
立
ち
、
硫
黄
島
三
島
ク
ル
ー
ズ

（小
笠
原
海
運
主
催
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

◆
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
島
民
と
考
え
る
小
笠
原
の
可
能
性
」 

  

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
事
業
『
研
究
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
島
民
と
考
え
る
小
笠
原
の
可
能
性
」
』

を
開
催
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
16
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
30
分
〜
９
時 

 
 
 

   

  

17
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
６
時
〜
９
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

《
内
容
》 

 

〔
16
日
〕 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
関
係
テ
ー
マ
発
表
と
質
疑 

〔
17
日
〕 

①
国
境
自
治
体
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
北
海
道
根
室
市
、
長
崎
県
対
馬
市
、

沖
縄
県
与
那
国
町
、
小
笠
原
村
） 

 
 
 
 

②
島
内
参
加
者
に
よ
る
音
楽
演
奏 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
18
日
（土
） 

 
 
 
 
 

午
後
６
時
20
分
〜
８
時 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
内
容
》
①
母
島
関
係
テ
ー
マ
発
表
と
質
疑 

 
 
 
 
 

②
児
童
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
発
表 

【
主
催
】
日
本
島
嶼
学
会 

返
還
40
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

【
共
催
】
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
 

太
平
洋
学
会 

 

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
掲
示
板
の
ポ
ス 

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆
問
合
せ
先 

日
本
島
嶼
学
会 

返
還
40
周
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

 
 
 
 

 

０
９
０
―
１
１
２
３
―
５
５
２
７ 
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小
笠
原
タ
ー
ト
ロ
ン 

 
小
笠
原
諸
島
返
還
40

周
年
を
記
念
し
て
、
昔
父

島
で
行
わ
れ
て
い
た
タ
ー

ト
ロ
ン
を
復
活
さ
せ
、
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
、
参

加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

 

こ
の
事
業
は
「
平
成
20

年
度
東
京
都
と
区
市
町
村

に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
共
催
推
進

事
業
」と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
「
関
根
明
子
氏
」

に
来
島
い
た
だ
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
い
た

し
ま
す
。 

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
18
日
（土
）
午
後
０
時
30
分
集
合 

※
雨
天
決
行 

【
集
合
場
所
】
扇
浦
海
岸
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

【
参
加
資
格
】 

中
学
生
以
上
の
健
康
な
男
女
２
人
１
組
ま
た

は
個
人 

※
親
子
参
加
に
限
り
小
学
５
年
生
以
上
可 

【
参
加
人
数
】
50
ペ
ア
（個
人
も
１
ペ
ア
と
す
る
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
先
着
順 

【
参
加
費
】
２
千
円
（保
険
料
、
懇
親
会
費
含
む) 

【
参
加
特
典
】
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト 

【
競
技
種
目
】 

 
 

ス
イ
ム
（
８
０
０
ｍ)

 

↓ 

ク
イ
ズ 

 
 
 

↓ 

ラ
ン
（３
・
４
㎞) 

↓ 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン 

↓ 

子
ガ
メ
の
放
流 

  

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

村
民
の
方
で
一
緒
に
運
営
し
て
く
だ
さ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

《
募
集
締
切
》
10
月
10
日
（金
） 

【
主
催
】
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
実
行
委
員
会 

【
共
催
】 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会 

 
 

東
京
都
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
本
部 

【
協
力
】
小
笠
原
村
体
育
協
会 

【
運
営
】
小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

※
参
加
申
し
込
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
詳
細
に
つ
き 

 

ま
し
て
は
、
小
笠
原
村
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、
小
笠
原
村
商
工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
http://w

w
w
.d

1.dion.ne.jp
/̃ovsci/ 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

文
化
交
流
祭 

  
小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
記
念
事
業
「
文
化
交
流

祭
」
を
行
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
小
笠
原
の

芸
能
文
化
で
あ
る
「
南
洋
踊
り
」
「
小
笠
原
太
鼓
」

「
フ
ラ
」
「
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
」
の
発
祥
地
よ
り
各
芸

能
グ
ル
ー
プ
を
お
招
き
し
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

【
父
島
】 

 

◎
公
開
練
習 

 
 

各
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
来
島
し
た
芸
能
グ

ル
ー
プ
と
の
練
習
を
実
施
し
ま
す
。
公
開
練
習

と
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
見
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

《
日
程
》
10
月
23
日
（木
） 

 

《
場
所
・
時
間
》 

 
 

〔
南
洋
踊
り
〕
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分 

 
 

〔
小
笠
原
太
鼓
〕
小
笠
原
中
学
校
体
育
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

午
後
６
時
〜
９
時 

 
 

〔
フ

ラ
〕
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

午
後
６
時
〜
９
時 

 
 

〔
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
〕
海
上
自
衛
隊 

父
島
基
地
分
遣
隊
体
育
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

午
後
６
時
〜
９
時 

 

◎
交
流
ス
テ
ー
ジ 

 
 
 

来
島
し
た
芸
能
グ
ル
ー
プ
と
島
内
グ
ル
ー
プ

と
の
交
流
ス
テ
ー
ジ 

《
日
時
》
10
月
24
日
（金
）
午
後
６
時
〜
９
時 

《
場
所
》
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

※
夜
店
募
集
（父
島
） 

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ
た
り
夜
店
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
出
店
を
お
願
い
た
し

ま
す
。 

《
募
集
内
容
》 

 
 

○
夜
店
募
集 

飲
食
、
物
販
な
ど
来
場
者
の
た
め
の
出
店

を
お
願
い
し
ま
す
。 

《
募
集
締
切
》
10
月
15
日
（水
） 

 【
母
島
】 

 

◎
交
流
ス
テ
ー
ジ 

 

《
日
時
》
10
月
25
日
（土
） 

午
後
６
時
30
分
〜
９
時 

 

《
会
場
》
未
定 

 
 

※
詳
細
は
、
40
周
年
ニ
ュ
ー
ス
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ
ヌ
ー
航
海
の 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画 

 

 
 

野
外
上
演
会
開
催 

 
 

６
月
17
、
18
日
に
開
催
さ
れ
た
扇
浦
青
年
団
「
要

会
」
に
よ
る
父
島
〜
母
島
間
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
カ 

ヌ
ー
に
よ
る
航
海
の
模
様
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
し
た

自
主
制
作
映
画
の
野
外
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。 

今
年
７
月
に
来
島
し
た
、
南
山
大
学
・
文
化
人
類

学
講
師
、
後
藤
明
氏
や
海
洋
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
内
田

正
洋
氏
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
は
じ
め
歴
史
と
共
に

追
い
な
が
ら
小
笠
原
の
海
洋
文
化
に
触
れ
た
映
像
満

載
で
す
。 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
25
日
（土
） 

 
 
 
 
 

午
後
７
時 
開
場 

 
 
 
 
 

午
後
７
時
30
分 
上
映 

 
 
 
 
 

午
後
８
時
30
分 
終
了 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 
 
 
 

（
雨
天
時 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

【
タ
イ
ト
ル
】
「
心
も
丸
木
舟
に
」 

 

内
地
で
の
イ
ベ
ン
ト 

 

◎
写
真
展
「
東
京
〜Su

btropical 
Z
o
ne

〜
」 

【
開
催
期
間
】
10
月
10
日
（木
）〜
16
日
（金
） 

 

※
開
催
期
間
中
無
休 

【
時
間
】
午
前
11
時
〜
午
後
８
時 

（
最
終
日
は
午
後
２
時
ま
で
） 

【
場
所
】
六
本
木
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン 

 
 
 
 

（東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
内
） 

【
入
場
料
】
無
料 

 

◎
小
笠
原
内
地
祭
り 

 
 
 

〜
内
地
で
も
体
験
で
き
る
小
笠
原
〜 

【
開
催
日
】
10
月
13
日
（月) 

【
場
所
】
晴
海
ふ
頭
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル 

【
内
容
】 

 

《
第
一
部
》
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（入
場
無
料
） 

 
 

○
展
示
コ
ー
ナ
ー 

 
 

○
講
演
コ
ー
ナ
ー 

 
 

○
ス
テ
ー
ジ 

 
 

○
体
験
コ
ー
ナ
ー 

 
 

○
物
販
コ
ー
ナ
ー 

 

な
ど 

 

《
第
二
部
》
午
後
５
時
〜
７
時
（入
場
料
千
円
） 

 
 

○
出
演
者 

 
 
 

大
平
京
子
さ
ん
、
石
田
長
生
さ
ん 

 
 
 

宮
武
希
さ
ん
、
ニ
シ
モ
ト
ホ
マ
レ
さ
ん 

 
 
 

三
笑
亭
可
女
次
さ
ん
、
山
本
圭
子
さ
ん 

 
 
 

南
洋
踊
り
保
存
会 

 
 
 

ナ
ア･

プ
ア
・
ナ
ニ･

オ･

マ
ク
ア 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
40
周
年
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
４
０ 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
10
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
10
月
27
日
（月
） 

午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の 

入
林
申
請
受
付
（母
島
） 

  

９
月
30
日
か
ら
森
林
生
態
系
保
護
地
域
（
国
有

林
）
へ
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
は
入
林
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。 

 

村
民
の
皆
様
の
個
人
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
つ
い
て
は
、
15
分
程
度
の
簡
易
な
講
習
を
受
講

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
入
林
の
申
請
が
可
能
と
な
り

ま
す
。 

母
島
在
住
の
皆
様
に
は
出
先
の
事
務
所
が
な
く
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
保
護
地
域
を
利
用
さ
れ

る
方
で
講
習
を
受
講
し
て
い
な
い
方
は
、
次
の
日
程

で
簡
易
講
習
の
開
催
と
併
せ
、
入
林
の
申
請
受
付
を

実
施
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
次
回
に
つ
い
て
は
日
程
が
決
ま
り
し
だ
い

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

父
島
在
住
の
皆
様
の
申
請
受
付
に
つ
い
て
は
事
前

に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
９
日
（木
）
午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
】 

 

○
印
鑑 

○
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許

証
や
居
住
証
明
書
な
ど
） 

○
各
家
庭
に
配
布
し
た
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆

様
へ
」 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

２
―
２
１
０
３ 

 

原
生
植
生
回
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施 

  
９
月
号
の
村
民
だ
よ
り
で
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

10
月
10
日
（金
）に
母
島
で
実
施
す
る
ア
カ
ギ
駆
除

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
現
在
内
地
か
ら
20
名
程
度
の
方

が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
当
日
ご
一
緒
に
従
事
さ
れ

る
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

母
島
観
光
協
会 

 
 

  
  

  

３
―
２
３
０
０ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
10
月
25
日
（土
）
午
前
９
時
〜 

【
申
込
締
切
】
10
月
24
日
（金
）
午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
願
い 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
飲
酒
運
転
根
絶
を
目
指
し

対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
未
だ
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
村
民
の

皆
様
方
と
警
察
署
が
一
丸
と
な
り
飲
酒
運
転
の
な
い

「
安
全
、
安
心
、
小
笠
原
」
を
築
き
ま
し
ょ
う
。 

 

飲
酒
運
転
す
る
の
も
、
さ
せ
る
も
の
、
犯
罪
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

平
成
20
年 

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施 

  

10
月
11
日
（土
）か
ら
20
日
（
月
）
ま
で
の
10
日

間
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。 

小
笠
佐
原
警
察
署
・
小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、
「
守

ろ
う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

島
だ
か
ら
」
を
ス 

ロ
ー
ガ
ン
に
海
や
山
で
の
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
の

た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。 

【
運
動
の
重
点
】 

 

○
振
り
込
め
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
等
の
被
害
防
止 

 

○
侵
入
盗
、
置
引
き
、
車
上
狙
い
等
の
被
害
防
止 

 

○
海
・
山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

 

○
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止 

 

○
農
作
物
の
盗
難
防
止 

【
注
意
事
項
】 

 

○
海
や
山
に
出
か
け
る
時
は
、
宿
泊
先
な
ど
に
必

ず
行
き
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
の
抜
き
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

  

共
同
募
金
運
動
が
10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。
共
同
募
金
は
助
け
合
い
精
神
を
基
調

と
し
て
始
ま
り
、
今
年
62
回
目
に
な
り
ま
す
。
集
め

ら
れ
た
寄
付
金
は
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
配
分

さ
れ
、
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
東
京
都
共
同
募
金
会

よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
や
コ
ピ
ー
機
購
入
の

た
め
の
配
分
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
に
は
税
制
上

の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会

（
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
） 

２
―
２
４
８
６ 

 

平
成
20
年
度
「
島
し
ょ
法
律
相
談
」 

 

〜
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
〜 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
々
が
、

法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話

に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま 

す
。 

【
相
談
日
】
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
祭
日
を
除
く
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
〜
４
時 

 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
電
話
で
ご
相
談
い
た
だ

け
ま
す
が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

【
事
前
予
約
受
付
時
間
】 

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

            

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
の
声
課 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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南
硫
黄
島
学
術
探
検
隊 

上
陸
調
査
報
告
会
の
開
催 

  

昨
年
６
月
に
東
京
都
と
首
都
大
学
東
京
が
連
携
し

て
実
施
し
た
「
南
硫
黄
島
自
然
環
境
調
査
結
果
」
の

報
告
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
５
日
（日
）、
６
日
（月
） 

 
 

午
後
２
時
30
分
〜
５
時 

 
 
 
 
 
 

午
後
７
時
〜
９
時
30
分 

※
５
日
、
６
日
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
７
日
（火
）、
８
日
（水
） 

午
後
７
時
〜
９
時
30
分 

 
 

※
７
日
、
８
日
の
内
容
は
異
な
り
ま
す
。 

 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
南
硫
黄
島
展 

 

日
本
最
後
の
秘
境
、
南
硫
黄
島
で
25
年
ぶ
り
に
総

合
学
術
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
過
酷
な
島
で
サ
バ

イ
バ
ル
し
た
調
査
隊
の
様
子
と
、
発
見
さ
れ
た
動
植

物
、
岩
石
、
気
象
な
ど
に
つ
い
て
、
写
真
や
採
集
さ

れ
た
貴
重
な
標
本
で
紹
介
し
ま
す
。 

【
期
間
】
10
月
２
日
（木
）〜
来
年
１
月 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
主
催
】
東
京
都
、
首
都
大
学
東
京 

 

◎
特
別
解
説 

 
 

調
査
隊
員
が
研
究
成
果
を
直
接
お
話
し
す
る
特

別
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
10
月
５
日
（日
）
午
前
９
時
30
分
〜
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
２
―
３
０
０
１ 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

平
成
20
年
度
小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 

  

幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
、
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、
児
童
心
理
司
、
児
童
福
祉

司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ

と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

【
相
談
内
容
】 

 

○
児
童
の
健
康
に
関
す
る
相
談 

○
育
成
・
育
児
相
談 

（不
登
校
、
進
学
な
ど
の
進
路
選
択
、
し
つ
け
、

性
格
や
行
動
に
関
す
る
相
談
な
ど
） 

 
○
知
的
発
達
障
害
相
談 

（こ
と
ば
の
遅
れ
、
自
閉
症
、
重
症
心
身
障
害
、

知
的
発
達
障
害
、
愛
の
手
帳
交
付
な
ど
） 

 

○
身
体
障
害
相
談 

（
視
聴
覚
障
害
、
言
語
発
達
障
害
、
肢
体
不
自

由
に
関
す
る
相
談
な
ど
） 

 

○
養
護
相
談 

（
被
虐
待
児
、
親
の
家
出
、
親
の
傷
病
な
ど
に

よ
り
養
育
が
困
難
な
児
童
の
相
談
な
ど
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
16
日
（木
） 

午
後
３
時
30
分
〜
６
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
18
日
（土
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
申
込
締
切
】
10
月
10
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

  

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 
 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
16
日
（木
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
17
日
（金
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
10
月
24
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
込

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

10
月
22
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

都
立
小
笠
原
高
校
公
開
講
座 

 
 
 
 
 

父
島
野
外
巡
検
講
座 

 

【
内
容
】 

 
 

父
島
で
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
固
有
生
物
、

外
来
生
物
、
地
質
、
生
態
系
、
小
笠
原
の
歴
史
（戦

跡
を
含
む
）な
ど
の
理
解
を
深
め
る
。 

【
時
間
】
午
後
１
時
〜
４
時 

【
日
程
・
内
容
】 

①
10
月
25
日
（土
） 

 

《
主
な
内
容
》
全
体
説
明
、
清
瀬
周
辺
の
戦
跡 

②
11
月
９
日
（日
） 

 

《
主
な
内
容
》
洲
崎
、
野
羊
山
の
自
然
・
戦
跡 

③
11
月
15
日
（土
） 

 

《
主
な
内
容
》
夜
明
山
の
自
然
・
戦
跡
① 

④
11
月
22
日
（土
） 

 

《
主
な
内
容
》
夜
明
山
の
自
然
・
戦
跡
② 

 
 
 
 
 
 
 

巽
道
路
周
辺
の
自
然
・
戦
跡 

⑤
11
月
24
日
（月
）
振
替
休
日 

 

《
主
な
内
容
》
長
崎
・
旭
山
の
自
然
・
戦
跡 

【
講
師
】
本
校
理
科
教
諭 

上
條 

明
弘 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

【
注
意
事
項
】 

○
お
子
様
を
連
れ
て
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま 

せ
ん
。 

○
移
動
手
段
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ん
の
お
持

ち
の
乗
用
車
を
乗
り
合
い
で
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
定
員
】
20
名 

（希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
） 

【
費
用
】
１
７
５
０
円
（受
講
料
、
保
険
代
） 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

 
 

①
住
所 

②
氏
名 

③
性
別 

④
年
齢 

⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
ま
で 

【
申
込
締
切
】
10
月
10
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

２
―
２
３
４
１ 
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都
立
小
笠
原
高
校
公
開
講
座 

 
『
実
践
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座
』 

 

平
成
20
年
度
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
公
開
講
座

「実
践
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。 

【
日
時
】 

10
月
22
日
（水
）、
25
日
（土
）、
29
日
（水
）
、 

11
月
１
日
（土
）、
３
日
（月
） 

 
 
 

各
回 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分 

【
場
所
】
都
立
小
笠
原
高
等
学
校 
体
育
館 

【
対
象
者
】
初
級
者
か
ら
中
級
者 

基
本
的
な
ス
ト
ロ
ー
ク
が
で
き
る
方 

【
定
員
】
20
名 

【
内
容
】 

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
動

き
の
あ
る
中
で
の
各
シ
ョ
ッ
ト
の
精
度
を
上
げ

実
践
的
な
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
目
指
す
。 

【
参
加
費
】 

《
受
講
料
》
千
円 

 

※
事
前
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

《
シ
ャ
ト
ル
、
保
険
代
等
》
千
円 

 

※
初
回
に
徴
収
し
ま
す
。 

【
持
参
す
る
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
シ
ュ
ー
ズ
（体
育
館
内
で
使
用

で
き
る
上
履
き
） 

【
申
込
締
切
】
10
月
10
日
（金
） 

【
申
込
方
法
】 

①
住
所 

②
氏
名 

③
年
齢 

④
電
話
番
号 

⑤
経
験
の
有
無
、
⑥
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
明
記
の

上
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 

 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 

 

２
―
２
３
４
１ 

    

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

昨
年
度
、
父
島
図
書
室
で
の
年
間
貸
出
総
数
は
２

万
４
２
６
冊
（内
児
童
書
３
７
９
９
冊
）、
村
民
１
人

当
た
り
で
は
10
・
７
冊
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

民
人
口
当
貸
出
数
４
・
９
冊
（２
０
０
５
年
）の
２
倍

以
上
の
す
ば
ら
し
い
実
績
で
す
。 

ま
た
、
予
約
受
付
件
数
は
６
２
９
件
で
、
こ
の
内

４
７
７
冊
は
都
立
図
書
館
か
ら
協
力
貸
出
を
受
け
ま

し
た
。 

 ◎
第
62
回
読
書
週
間 

「
お
も
わ
ぬ
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
」 

 

文
化
の
日
を
中
心
に
2
週
間
（
10
月
27
日
〜

11
月
９
日
）
、
読
書
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

               

現
在
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室
と
父
島
図
書
室

と
が
連
携
し
、
読
書
週
間
の
展
示
な
ど
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
よ
う
に
相
互
協
力
し
て
い
ま
す
。
ご
来
館
、

ご
来
校
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

※
読
書
週
間
展
示
の
日
程
・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

各
図
書
室
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

  ●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 

２
―
２
９
１
１ 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 
 

 

２
―
２
５
０
２ 

小
笠
原
高
校
図
書
館 
 
 

 

２
―
２
３
４
６ 

       

太
陽
雑
音
に
よ
る
通
信
へ
の
影
響 

  

太
陽
雑
音
に
よ
り
、
次
の
時
間
帯
は
本
土
と
の
通

信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
４
日
（土
）〜
９
日
（木
） 

午
前
10
時
20
分
〜
30
分 

正
午
〜
午
後
12
時
10
分 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本 

東
京
西
１
１
３ 

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー 

（
局
番
な
し
）１
１
３ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
草
木
染
を
し
て
み
た
い
】
※
抽
選 

 
 

〜
外
来
植
物
で
エ
コ
バ
ッ
グ
を
染
め
よ
う
〜 

《
日
時
》
10
月
19
日
（日
） 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

【
予
約
方
法
】
  

用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

【
申
込
締
切
】
10
月
10
日
（金
） 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

小
笠
原
村
商
工
会
事
務
局
長
募
集 

 

【
募
集
人
員
】
１
名 

【
求
め
る
事
務
局
長
像
】 

小
笠
原
村
の
商
工
業
の
発
展
と
地
域
の
振
興

の
た
め
に
情
熱
を
燃
や
せ
る
方 

【
応
募
資
格
】
（①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
） 

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢
が
採
用
年 

 

度
末
に
お
い
て
45
歳
以
上
61
歳
以
下
の
者
で 

あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者  

○
商
工
会
指
導
員
ま
た
は
経
営
指
導
員
（専
門

経
営
指
導
員
を
含
む
）を
10
年
以
上
経
験
し

た
者 

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
管
理

職
相
当
の
地
位
に
あ
っ
た
者 

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
準
ず
る
機
関

に
お
い
て
、
商
工
関
係
部
門
の
管
理
職
相
当

の
地
位
に
あ
っ
た
者 

○
民
間
企
業
・
団
体
に 

お
い
て
経
営
者
、
役
員
ま
た
は
管
理
職
の
地
位

に
あ
っ
た
者
（当
該
企
業
ま
た
は
団
体
を
退

職
し
た
者
） 

 

②
そ
の
他
東
京
都
商
工
会
連
合
会
人
事
管
理
委
員

会
が
特
に
認
め
た
者 

【
待
遇
】
当
会
の
規
定
に
よ
り
優
遇 

【
選
考
方
法
】 

書
類
選
考
、
簡
単
な
筆
記
試
験
お
よ
び
面
接
試

験
（日
程
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。
） 

【
応
募
方
法
】 

履
歴
書
お
よ
び
健
康
診
断
書
（３
か
月
以
内
の

も
の
）
を
10
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。  

※
そ
の
他
募
集
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
小
笠

原
村
商
工
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会
（梅
原
） 

  

２
―
２
６
６
６ 

   

い
ま
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
っ

て
、
世
界
の
情
報
伝
達
の
流
れ
は
、
大
き

く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
使
い
手
が
人
間
で
あ
る
か
ぎ

り
、
そ
の
本
体
の
人
間
性
を
育
て
、
か
た

ち
づ
く
る
の
に
、
「本
」が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
は
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
に
、
人
生
設
計
の

な
か
に
、
新
し
い
感
覚
で
の
「本
と
の
つ

き
あ
い
方
」を
と
り
い
れ
て
い
き
ま
せ
ん

か
。 

 
 
 

 

（
社
）読
書
推
進
運
動
協
議
会 
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10
月
の
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金 

   

10
月
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
客
・貨
物
）は
、

次
の
と
お
り
改
定
と
な
り
ま
す
。 

翌
月
以
降
の
調
整
金
に
つ
い
て
は
、
直
接
営
業
所

（２
―
２
１
１
１
）ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

◎
は
は
じ
ま
丸 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

１
０
２
８
０
円
（
＋
２
７
２
０
円
） 

小
人 

５
１
４
０
円
（
＋
１
３
６
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

５
１
４
０
円
（
＋
１
３
６
０
円
） 

小
人 

２
５
７
０
円
（
＋
６
８
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

大
人 

６
６
９
０
円
（
＋
１
７
７
０
円
） 

小
人 

３
３
５
０
円
（
＋
８
９
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
９
８
０
６
円
（
＋
１
７
４
２
円
） 

《
２
等
品
》
９
１
９
３
円
（
＋
１
６
３
３
円
） 

《
３
等
品
》
８
５
８
０
円
（
＋
１
５
２
４
円
） 

 

《
小
口
貨
物
（１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下 

 
  

 

９
８
３
円
（
＋
175
円
） 

 
 
 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

７
４
１
円
（
＋
132
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸 

【
旅
客
運
賃
】 

《
２

等
》
２
万
８
３
３
０
円
（
＋
５
７
６
０
円
） 

 
 

 

小
人 

１
万
４
１
７
０
円
（
＋
２
８
８
０
円
） 

《
特
２
等
》
４
万
２
４
９
０
円
（
＋
８
６
４
０
円
） 

 
 

 

小
人 

２
万
１
２
５
０
円
（
＋
４
３
２
０
円
） 

《
１

等
》
５
万
６
６
６
０
円
（
＋
１
１
５
２
０
円
） 

 
 

 

小
人 

２
万
８
３
３
０
円
（
＋
５
７
６
０
円
） 

《
特
１
等
》
６
万
５
５
０
０
円
（
＋
１
３
３
１
０
円
） 

 
 

 

小
人 

３
万
２
７
６
０
円
（
＋
６
６
６
０
円
） 

《
特

等
》
７
万
０
９
０
０
円
（
＋
１
４
４
１
０
円
） 

 
 

 

小
人 

３
万
５
４
６
０
円
（
＋
７
２
１
０
円
） 

《
２
等
（学
割
）》
２
万
２
６
７
０
円
（
＋
４
６
１
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）
２
等
利
用
》 

４
万
２
５
０
０
円
（
＋
８
６
４
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
１
万
７
７
８
９
円
（
＋
２
５
８
５
円
） 

《
２
等
品
》
１
万
６
５
６
０
円
（
＋
２
４
０
６
円
） 

《
３
等
品
》
１
万
５
２
３
３
円
（
＋
２
２
１
３
円
） 

《
小
口
貨
物
（１
口
）
》 

 
 
 

０
・１
０
ト
ン
以
下   

１
７
８
２
円
（
＋
259
円
） 

 
 
  

 

０
・０
７
５
ト
ン
以
下 

１
３
２
７
円
（
＋
193
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

                          

     

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

４
か
月
、
６
か
月
、
９
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
10
月
９
日
（木
）
午
後
２
時
〜
３
時 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

公
開
い
き
い
き
体
操
教
室 

 
 

公
開
体
操
教
室
と
い
き
い
き
体
操
教
室
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
公
開
体
操
教
室
は
申
し
込
み
が

な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
た
だ
し
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
に
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
２
日
（木
）〜
30
日
（木
） 

の
毎
火
曜
日
と
木
曜
日 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
２
日
（木
）〜
30
日
（木
） 

の
毎
週
木
曜
日 

 
 
 
 
 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

●
問
合
せ
先 

明
老
会
（父
島
） 

 

２
―
３
９
１
１ 

 
 
 
 
 
 

明
老
会
（母
島
） 

 

３
―
７
３
７
３ 

 

い
き
い
き
体
操
教
室 

・
膝
痛
予
防
改
善
教
室
（申
込
制
） 

 
 

介
護
を
受
け
る
こ
と
な
く
末
永
く
い
き
い
き
と
自

分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
、
運
動
を
継
続
的
に
行

う
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
運
動
の
指
導
員
や

保
健
師
が
皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
動
を
し
ま
す
。
２
種

類
の
教
室
を
開
講
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

※
た
だ
し
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。 

①
主
治
医
よ
り
運
動
負
荷
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
方 

②
歩
行
に
介
助
が
必
要
な
方 

③
要
介
護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方 

※
選
考
の
結
果
、
ご
参
加
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

◎
火
曜
ク
ラ
ス
・
い
き
い
き
体
操
教
室 

《
日
時
》
11
月
４
日
（火
）〜
12
月
16
日
（火
） 

の
毎
週
火
曜
日 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
な
ど 

◎
木
曜
ク
ラ
ス
・
膝
痛
予
防
・
改
善
教
室 

《
日
時
》
11
月
６
日
（木
）〜
12
月
18
日
（木
） 

の
毎
週
木
曜
日 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時 

《
場
所
》 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
な
ど 

 

【
母
島
】 

◎
火
曜
・
木
曜
ク
ラ
ス 

い
き
い
き
体
操
教
室 

（
祝
日
を
除
く
毎
週
火
・
木
曜
日
） 

《
日
時
》
11
月
４
日
（火
）〜
３
月
31
日
（火
） 

午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 
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【
申
込
方
法
】 

 
 

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
途
中
参
加
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。 

【
申
込
用
紙
配
布
先
】 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
村
民
課
福
祉
係
、
母
島

支
所 

【
申
込
締
切
】
10
月
24
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

明
老
会
（父
島
） 

 
２
―
３
９
１
１ 

 
 
 
 
 
 

明
老
会
（母
島
） 

 

３
―
７
３
７
３ 

 

専
門
診
療
（
11
月
） 

 

◎
眼
科
（北
里
大
学
病
院
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
１
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

  

３
日
（月
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

  

４
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
６
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 

 
７
日
（金
）
午
前 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

○
眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

○
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
新
規
処
方
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
（母
島
は
８
時
30
分
）〜
11
時 

 
 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

３
―
２
１
１
５ 

    

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種 

 

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
任
意
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す
。 

接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
て
11
月
中
に
接
種
を
済
ま

せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

接
種
す
る
回
数
は
、
13
歳
以
上
の
方
は
１
回
、
１

歳
か
ら
12
歳
ま
で
は
２
回
で
す
。
１
歳
未
満
の
接
種

は
有
効
性
が
不
明
の
た
め
、
お
勧
め
し
て
お
り
ま
せ

ん
。 

※
18
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

※
７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ 

さ
い
。 

【
接
種
日
時
】 

《
父
島
》
※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

〔
第
１
回
〕
10
月
14
日
（火
）、
16
日
（
木
）
、 

17
日
（金
）、
20
日
（月
）
、 

21
日
（火
） 

〔
第
２
回
〕
11
月
10
日
（月
）
、
11
日
（
火
）
、 

14
日
（金
）、
17
日
（
月
）
、 

18
日
（火
） 

〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

※
一
般
診
察
時
間
中
に
接
種
し
た
い
場
合
は
、

窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

《
母
島
》
※
予
約
制
で
す
。
申
し
込
み
は
10
月
１

日
（水
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

〔
第
１
回
〕
10
月
14
日
（火
）〜
21
日
（火
） 

（土
日
を
除
く
） 

〔
第
２
回
〕
11
月
10
日
（月
）〜
14
日
（金
） 

【
費
用
】
１
回
に
つ
き
２
２
０
０
円 

右
記
以
外
の
日
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
在
庫
や
予
定
を
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
５ 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
２
回 

鍋
料
理
を
作
る 

〜
調
理
後
、
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
。 

（送
迎
有
）〜 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
頃
の
食
習
慣
が

大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
11
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
６
０
０
円
〜
１
０
０
０
円
程
度 

（
食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】 

包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
10
月
31
日 

※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

                  

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

〜
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う 

 
 
 
 

外
来
種
対
策
と
し
て
の
野
ネ
コ
対
策
〜 

 

◎
（社
）東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
派
遣
診
療 

 

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
野
ネ
コ
対
策
の
一

環
と
し
て
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

（社
）東
京
都
獣
医
師
会
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
ネ
コ

お
よ
び
イ
ヌ
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
31
日
（金
）
午
前
９
時
〜
正
午 

11
月
1
日
（土
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

午
後
１
時
30
分
〜
５
時 

 

《
場
所
》
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
31
日
（金
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 
 
 
 
 

11
月
1
日
（土
）
午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
評
議
平
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

※
ネ
コ
の
不
妊
化
手
術
を
、
父
島
・
母
島
と
も
に

10
月
31
日
（金
）午
後
に
行
う
予
定
で
す
。 

 【
健
康
診
断
の
内
容
】 

《
ネ
コ
》 

 
 
 

飼
育
・
健
康
相
談
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
挿
入
、

身
体
検
査
、
血
液
検
査
、
ネ
コ
エ
イ
ズ
・
ネ
コ

白
血
病
検
査
、
消
化
管
内
寄
生
虫
検
査
（治
療

は
有
料
）、
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
有
料
）、
不
妊
化

手
術
（避
妊
・
去
勢
） 

《
イ
ヌ
》 

 
 
 

飼
育
・
健
康
相
談
、
身
体
検
査
、
血
液
検
査
、

犬
系
状
虫
（フ
ィ
ラ
リ
ア
）検
査 

※
今
回
の
イ
ヌ
の
診
療
内
容
は
以
上
で
す
（
手
術
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な
ど
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）。
今
回
の
健
康
診
断

の
目
的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

【
健
康
診
断
の
目
的
】 

 
 

今
回
の
ネ
コ
、
イ
ヌ
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断

は
、
小
笠
原
村
の
ネ
コ
連
絡
会
議
が
主
催
し
、
環

境
省
、
（社
）東
京
都
獣
医
師
会
の
協
力
を
得
て
実

施
す
る
も
の
で
す
。 

小
笠
原
村
で
は
飼
い
ネ
コ
が
捨
て
ら
れ
て
野

生
化
し
、
希
少
な
野
生
動
物
を
襲
う
と
い
っ
た
事

態
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ネ
コ
や
イ
ヌ
の
飼

い
方
し
だ
い
で
は
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
も

な
り
得
ま
す
。
人
と
ペ
ッ
ト
の
よ
り
良
い
関
係
づ

く
り
と
、
ペ
ッ
ト
と
野
生
動
物
が
と
も
に
暮
ら
せ

る
地
域
を
目
指
し
、
（社
）東
京
都
獣
医
師
会
の
獣

医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。 

 

【
申
込
方
法
】 

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、
総
務
課
企
画
政
策
室
ま
た
は
母
島
支
所
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
用
紙
配
布
先
】 

総
務
課
企
画
政
策
室
ま
た
は
母
島
支
所 

 

【
申
込
締
切
】
10
月
15
日
（水
） 

 

【
そ
の
他
】 

○
健
康
診
断
は
当
日
で
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
順

番
は
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
。
不
妊
化
手
術
は

必
ず
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

○
ネ
コ
の
場
合
、
診
療
を
受
け
る
に
は
原
則
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
が
入
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
診

療
時
に
挿
入
す
る
こ
と
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
ネ
コ
消
化
管
内
寄
生
虫
検
査
の
結
果
、
治
療
薬

が
必
要
な
場
合
お
よ
び
ネ
コ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
こ
れ
ま
で
定
期
的
に
受
け
て
こ
ら
れ
た
方

を
考
慮
し
、
有
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
受
診
時
の
注
意
、
料
金
の
説
明
な
ど
詳
細
は
、

申
し
込
み
受
付
済
み
の
方
に
改
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

○
診
療
期
間
中
に
受
診
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
７
回
「
い
つ
か
出
会
う
そ
の
日
ま
で
」 

  

カ
ラ
ス
バ
ト
と
い
う
種
は
、
小
笠
原
諸
島
、
南
西

諸
島
、
伊
豆
諸
島
な
ど
の
日
本
周
辺
の
小
島
に
分
布

し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ス
バ
ト
は
、
さ
ら
に
３
つ
の
亜

種
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
亜
種
と
は
、
別
種
に
す

る
ほ
ど
で
は
な
い
で
す
が
、
地
域
に
よ
り
形
態
な
ど

に
違
い
が
あ
る
場
合
に
使
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
カ

ラ
ス
バ
ト
、
ヨ
ナ
ク
ニ
カ
ラ
ス
バ
ト
、
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
で
す
。
言
う
な
れ
ば
、
こ
の
３
亜
種
は
、

兄
弟
み
た
い
な
も
の
で
す
。 

こ
の
３
兄
弟
、
見
た
目
で
言
え
ば
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ

以
外
の
２
亜
種
は
、
頭
が
赤
く
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｎ

Ａ
分
析
に
よ
る
と
、
他
の
２
亜
種
は
似
て
い
ま
し
た

が
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
ち
ょ
っ
と
違
う
タ
イ
プ
の
配
列

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
カ
ラ
ス
バ
ト
と
同
郷 

だ
っ
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
祖
先
は
、
あ
る
時
故
郷
を
飛

び
出
し
、
小
笠
原
諸
島
に
来
て
、
故
郷
と
の
縁
を 

 

切
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。
そ
こ
に
ど
の
よ

う
な
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
の
か
は
、
誰
に
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
も
う
兄
弟
に
会
う
こ
と
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
伊
豆
諸
島
も
小
笠
原
諸
島
も
毎
年
４
㎝
ほ
ど
、

北
西
に
移
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
伊
豆

諸
島
が
本
州
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
後
小
笠
原
諸
島
が

ぶ
つ
か
り
ま
す
。
単
純
計
算
で
２
千
５
百
万
年
後
。 

ヒ
ト
も
ハ
ト
も
絶
滅
し
な
け
れ
ば
、
感
動
の
再
会

が
見
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
楽
し
み
、
楽
し
み
。 

                

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
51 

「
嫁
に
こ
な
い
か
」 

 

イ
ル
カ
調
査
隊
が
聟
島
列
島
の
調
査
に
行
く
時
に

会
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ル
カ
が
い
ま
す
。

口
元
に
特
徴
が
あ
る
ミ
カ
ワ
（＃
１
７
３
）と
呼
ん
で

い
る
イ
ル
カ
で
、
こ
れ
ま
で
聟
島
列
島
の
嫁
島
で
し

か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
イ
ル
カ
な
の
で
す
が
、
嫁
島

に
行
く
と
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
お
目
に
か
か
る

イ
ル
カ
で
す
。
今
年
も
７
月
21
日
と
８
月
30
日
の

調
査
時
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ

ル
カ
は
一
昨
年
秋
に
親
離
れ
し
た
と
推
測
さ
れ
る
若

い
メ
ス
の
イ
ル
カ
で
す
。 

小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
は
小
笠
原
群

島
（聟
島〜

父
島〜
母
島
列
島
）間
を
移
動
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ミ
カ
ワ
の
よ
う
に
特

定
の
列
島
で
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
個
体
も
い
ま

す
。
性
別
や
成
長
段
階
、
個
体
差
に
よ
っ
て
移
動
範

囲
な
ど
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
も
ミ
カ
ワ
の
行
動
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

              

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
89 

 

―
沖
縄
生
ま
れ
、
小
笠
原
育
ち
の
タ
イ
マ
イ
の
行
方
― 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
は
、
１
９
９
９
年
沖
縄
の
黒
島

で
生
ま
れ
、
２
才
で
飼
育
試
験
の
た
め
海
洋
セ
ン 

タ
ー
に
や
っ
て
き
た
タ
イ
マ
イ
５
頭
が
い
ま
し
た
。

未
成
熟
の
タ
イ
マ
イ
を
沖
縄
か
ら
放
流
し
、
衛
星
追

跡
す
る
と
、
大
東
島
か
ら
小
笠
原
に
か
け
て
回
遊
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
笠
原

育
ち
で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
５
頭
の
う
ち
２
頭

（
リ
ア
と
フ
ッ
ク
）を
、
昨
年
10
月
16
日
に
衛
星
発

信
器
を
装
着
し
て
放
流
し
（当
時
甲
長
70
㎝
、
体
重

35
㎏
）、
そ
の
後
を
追
跡
し
て
い
ま
す
。 

今
夏
９
才
に
な
る
こ
の
２
頭
は
、
放
流
後
、
約
１

か
月
半
申
し
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
着
か
ず
離
れ
ず

北
赤
道
海
流
の
反
流
に
乗
っ
て
北
上
し
ま
し
た
。
そ

の
後
黒
潮
続
流
（※
）に
乗
っ
て
東
へ
向
か
い
、
ま
た

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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西
へ
戻
っ
て
い
ま
す
。
11
か
月
を
経
た
今
、
お
そ
ら

く
発
信
器
電
池
の
寿
命
の
た
め
、
フ
ッ
ク
の
電
波
の

み
受
信
し
て
い
ま
す
。 

             ※ 

黒
潮
が
銚
子
沖
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら
陸
岸
を
離

れ
て
東
方
に
向
か
い
、
東
経
１
６
０
度
く
ら
い
ま
で
強

流
帯
を
維
持
し
て
お
り
、
こ
の
東
流
部
分
を
黒
潮
続
流

と
呼
ぶ
。
後
に
、
こ
の
強
流
帯
が
不
明
瞭
に
な
り
、
北

太
平
洋
海
流
と
な
る
。
陸
岸
を
離
れ
た
黒
潮
続
流
は
大

き
く
蛇
行
し
、
し
ば
し
ば
そ
の
蛇
行
が
壊
れ
、
そ
の
南

北
に
冷
水
塊
や
暖
水
塊
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
は
太
平
洋
で
も
魚
類
、
鯨
類
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
、
（お

そ
ら
く
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
も
）な
ど
の
重
要
な
餌
場
と
な

る
。
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
磁
場
傾
斜
で
大
ま
か
な
移
動
を
し
、

海
流
に
乗
り
な
が
ら
餌
を
探
す
生
物
で
あ
る
可
能
性

も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
時
、
フ
ッ
ク
は
黒
潮
続
流
か
ら
は
逃
れ
て
回
遊

し
て
い
ま
す
。
一
方
リ
ア
は
、
ハ
ワ
イ
の
北
側
に
一

時
向
か
い
、
そ
の
ま
ま
ハ
ワ
イ
近
海
へ
流
さ
れ
る
か

と
も
思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
も
し
、
偶
然
性
と
必

然
性
に
よ
り
ハ
ワ
イ
近
海
に
停
滞
す
る
と
、
沖
縄
の

タ
イ
マ
イ
の
遺
伝
子
が
い
ず
れ
ハ
ワ
イ
で
も
見
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
現
象
は
、
種
が
繁
栄
す
る
た
め
、
も
し
く
は

種
を
維
持
す
る
た
め
に
起
こ
る
種
の
拡
散
で
、
死
滅

回
遊
と
呼
び
ま
す
。 

今
回
の
記
録
は
、
水
温
の
低
い
時
期
に
は
遊
泳
力

が
衰
え
、
海
流
に
乗
っ
て
移
動
し
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
貴
重
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
し
た
。
フ
ッ
ク

に
つ
け
た
発
信
機
の
電
池
が
ど
れ
ほ
ど
持
つ
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
動
き
に
も
注
目
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
２
頭
の
追
跡
の
様
子
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

                 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

２
―
２
８
３
０ 

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
用
携
帯 

  
 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

  
http:/

/b
onin

-oce
an.net 

          

                       

外海に行くように、西島の西沖で 2 頭を放流． 



  NO．543    平成 20（2008）年 10 月 1 日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 
 

-13- 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

基本健診 ⇒ 特定健診と名称変更 

① ３０歳以上４０歳未満 ⇒ 今までどおり受診可能 

② ４０歳以上７４歳未満で国民健康保険加入の方 ⇒ 今までどおり受診可能 

③ ４０歳以上７４歳未満で国民健康保険以外の方 ⇒ 特定健診受診券が必要 

・特定健診受診券は加入している健康保険組合に問い合わせて発行してもらいます。 

・企業健診や職場健診を受けた方はその健診が特定健診として扱われます。 

④ 長寿（後期高齢者）医療制度の被保険者    ⇒ 今までどおり受診可能 

がん検診 ⇒ 変更なし 

子宮がん・乳がん     ⇒ ３０歳以上で小笠原村に住民票のある方が対象 

胃がん・肺がん・大腸がん ⇒ ４０歳以上で小笠原村に住民票のある方が対象 

 

クジラ：何だか難しそうですね。 

福祉係：そうですね。少しややこしいかもしれません。ご不明な点がございましたら、いつで

も福祉係にお問い合わせください。 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １０４ 号 ― 

 

クジラの伝言板 

健康診断の受診の仕方が変わったこと、ご存知ですか？ 

健康診断の受診の仕方が今年から変わります。（詳細は９月号の村民だよりをご参照ください。） 

２００６年の健康保険法の改正によって、２００８年４月より４０～７４歳の保険加入者を対象として、

全国の市町村で新しい健康診断が導入されました。 

 

小笠原村の健康診断はどう変わったの？ 

基本健診 

３０歳以上で小笠原村に住民票のある方が対象 

がん検診 

胃がん・子宮がん・乳がん ⇒ ３０歳以上で小笠原村に住民票のある方が対象 

肺がん・大腸がん   ⇒ ４０歳以上で小笠原村に住民票のある方が対象 

申し込み方法 

村役場に来所または電話での

申し込み。 

今まで（平成１９年度まで） 

申し込み方法 ～がん検診～  

○特定健診とがん検診の両方を受診される方は、今までどおりの申し込みで可能です。（11 月号村民だよりでお知らせします。） 

○がん検診のみ受診する方は、申し込み方法が変わり、２回の申し込みが必要となります。 

【１回目】がん検診を受けるという申し込み    ⇒ この申し込みに伴い問診票が作成されます。 

※１回目の申込締切は１１月４日（火）までです。 

【２回目】がん検診を受ける日時を決める申し込み ⇒ 昨年と同様、日にちと時間を決め、受診が確定となります。 

特定健診の結果に基づいて、対象者には各保険者から特定保健指導が行われます。 

 

村民課福祉係 

２－３９３９ 

申し込み方法 

～特定健診～ 

①・②・④の方は昨年と同様

村役場に来所または電話で申

し込み。（11 月号村民だより

にてお知らせします。） 

③の方は、加入している健康

保険組合から発行された受診

券を役場に提出し、申し込む。 

申込締切：１１月４日（火） 

これから（平成２０年度から） 

 



インフルエンザ任意予防接種申込受付開始 入港日

研究交流フォーラム（父島 ～17）

入港日 東京都児童相談センターによる巡回相談（母島）

定期予防接種 シロアリ対策事業予約締切

テレビ地上波放送中断（～6） 東京三弁護士会による法律相談（母島）

小笠原村商工会事務局長応募締切

東京三弁護士会による法律相談（父島）

小・中・高連合運動会

原生自然フォーラム 研究交流フォーラム（母島）

太陽雑音による通信への影響（～9） 小笠原タートロン

高校図書館開放（連合運動会開催の場合は閉館） 東京都児童相談センターによる巡回相談（父島）

高校図書館開放

出港日

南硫黄島自然環境調査結果報告会（父島 ～6） 出港日

南硫黄島展特別解説（父島） 草木染をしてみたい

南硫黄島自然環境調査結果報告会（母島 ～8）

村民意見・提案・相談受付窓口

入港日

文化交流祭公開練習（父島）

入港日

乳幼児健診・歯科健診（父島） 文化交流祭交流ステージ（父島）

シロアリ対策事業（～18） 電話による無料法律相談

国有林入林申請・簡易講習（母島）

文化交流祭ゲストステージ（母島）

東京都児童相談センターによる巡回相談申込締切 アウトリガーカヌー航海野外上映会（父島）

原生植生ボランティア 原付免許学科試験

小笠原高校公開講座申込締切 高校図書館開放

全国地域安全運動（～20） 出港日

高校図書館開放（連合運動会開催の場合は閉館）

読書週間（～11/7）

出港日 母島巡回労働相談

《第１回》インフルエンザ任意予防接種（16 ,17 ,20 ,21）

入港日

（社）東京都獣医師会による派遣診療申込締切 村都民税・国民健康保険税納付期限

長寿（後期高齢者）医療保険料納付期限

6 月

7 火

26 日

28 火

29 水

木

24 金

25 土

8 水

9 木

10

20 月

21 火

22 水

16 木

18 土

19 日

11 土

12 日

13 月

水

2 木

3 金

金

4 土

5 日

木

月27

23

日付 曜日 行　事　予　定

14 火

1

水15

行　事　予　定日付 曜日

17 金

金31

30

体育の日


